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を
指
す
。
文
士
や
画
家
を
中
心
と
す
る
集
団
で
は
あ
る
が
、
文
学
上
も
し
く
は
芸
術
上
の
結
社

的
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
相
互
の
住
宅
の
地
理
的
条
件
や
共
通
の
趣
味
を
介
し
た
交
遊

か
ら
生
れ
た
集
団
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
年
前
後
よ
り
漸
次
形
成
さ
れ
た
根
岸
党
は
、
次
第
に

文
垣
の
一
派
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
根
岸
派
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

根
岸
覚
の
構
成
員
は
時
期
に
よ
っ
て
出
入
り
が
あ
り
、
ま
た
証
言
者
に
よ
っ
て
も
異
同
が
あ

る
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
現
代
の
意
味
で
い
う
文
学
寄
り
の
人
物
と
し
て
は
、

幸
堂
得
知
（
天
保
一
四
ｌ
大
正
二
年
）
・
饗
庭
篁
村
（
安
政
二
ｌ
大
正
一
一
年
）
・
須
藤
南
翠
（
安

政
四
ｌ
大
正
九
年
）
・
宮
崎
三
昧
（
安
政
六
ｌ
大
正
八
年
）
・
森
田
思
軒
（
文
久
元
ｌ
明
治
三
○

年
）
・
高
橋
太
華
（
文
久
一
一
一
－
昭
和
一
一
一
一
年
）
・
関
根
只
好
（
文
久
三
ｌ
大
正
一
二
年
）
・
中
西
梅

花
（
慶
応
－
－
１
明
治
三
一
年
）
・
幸
田
露
伴
（
慶
応
一
一
一
Ｉ
昭
和
一
一
一
一
年
）
、
美
術
寄
り
の
人
物
と

し
て
、
川
崎
千
虎
（
天
保
六
ｌ
明
治
三
五
年
）
・
久
保
田
米
爆
（
嘉
永
五
ｌ
明
治
三
五
年
）
・
岡

倉
天
心
（
文
久
二
ｌ
大
正
二
年
）
・
富
岡
永
洗
（
元
治
元
Ｉ
明
治
一
一
一
八
年
）
が
お
り
、
他
に
実
業

寄
り
の
人
物
と
し
て
、
高
橋
健
三
（
安
政
二
Ｉ
明
治
三
一
年
）
・
楢
崎
海
運
（
万
延
元
頃
ｌ
明
治

三
一
一
一
年
）
・
藤
田
隆
三
郎
（
生
年
、
没
年
不
詳
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
～
寄
り
の
人
物
」
と

し
た
の
は
、
そ
の
活
動
や
業
績
が
多
岐
に
わ
た
り
、
現
在
の
概
念
で
「
作
家
」
や
「
画
家
「
「
実

業
家
」
と
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
人
物
が
多
く
含
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、

党
員
に
は
美
術
関
係
者
も
多
い
が
、
管
見
で
は
「
根
岸
覚
」
も
し
く
は
「
根
岸
派
」
が
、
日
本

根
岸
覚
と
は
、
明
治
二
十
年
代
に
当
時
の
東
京
根
岸
と
そ
の
周
辺
に
居
住
し
た
文
人
の
一
団

指
す
。
文
士
や
画
家
を
中
心
と
す
る
集
団
で
は
あ
る
が
、
文
学
上
も
し
く
は
芸
術
上
の
結
社

根
岸
党
と
江
戸
風
文
学
の
隆
盛

画
迩
の
一
派
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
い
う
資
料
は
な
く
、
日
本
近
代
美
術
史
研
究
に
お
い
て
も
、

そ
の
研
究
は
存
在
し
な
い
。

根
岸
覚
の
櫛
成
員
の
う
ち
、
幸
田
露
伴
と
岡
倉
天
心
と
を
除
い
て
は
、
現
在
で
は
忘
れ
去
ら

れ
て
い
る
人
物
と
い
っ
て
よ
く
、
個
人
全
集
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
二
人
の
み
で
あ
る
。

ま
た
構
成
員
の
知
名
度
に
比
例
し
て
、
集
団
と
し
て
の
根
岸
党
の
存
在
も
、
殆
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
例
え
ば
、
講
談
社
版
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
全
六
巻
（
昭
和

五
二
～
五
一
一
一
年
）
は
、
日
本
近
代
文
学
に
関
す
る
辞
書
ｂ
事
典
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
情
報

量
の
多
い
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
に
は
「
根
岸
覚
」
も
し
く
は
「
根
岸
派
」
の
項
が
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
そ
の
傍
証
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
、
現
在
で
は
日
本
近
代
文
学
研
究
者
の
間
に
お
い
て
す
ら
知
名
度
の
低
い
、
根
岸
覚

の
再
評
価
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
先
行
研
究
が
極
め
て
少
な
い
根
岸
覚
に
は
様
々
な
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
彼
ら
の
文
学
に
つ
い
て
論
ず
る
。
た
だ
し
、
本

稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
い
く
つ
か
の
研
究
の
よ
う
に
、
党
員
に
よ
る
個
々
の
著
作
を
取
り
上
げ
分

析
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
根
岸
党
文
学
の
隆
盛
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
を
研
究
対
象
と
す
る
。
そ

れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
文
化
的
・
社
会
的
背
景

に
ま
で
言
及
し
た
い
。

現
在
一
般
に
流
通
し
て
い
る
「
日
本
近
代
文
学
史
」
に
お
い
て
、
「
根
岸
党
」
も
し
く
は
「
根

’一

国
際
日
本
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
三
年
高
橋
寿
美
子
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岸
派
」
の
名
称
は
も
ち
ろ
ん
、
幸
田
露
伴
以
外
の
根
岸
党
の
文
士
た
ち
の
名
を
見
る
こ
と
は
皆

無
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
明
治
二
十
二
、
一
一
一
年
頃
か
ら
一
一
十
七
、
八
年
頃
を
指
す
「
紅
露
時

代
」
と
い
う
時
代
区
分
な
ら
ば
多
く
の
文
学
史
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、
近
代
文
学
を
学
ぶ
者
は

見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
露
伴
と
、
硯
友
社
を
率
い
た
尾
崎
紅
葉
と
は
、
い
ず
れ
も

明
治
二
十
二
年
に
発
表
し
た
元
禄
調
の
小
説
に
よ
っ
て
急
速
に
人
気
を
得
、
同
時
期
に
読
売
新

聞
社
に
入
社
し
、
読
者
の
人
気
を
二
分
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
れ
は
間
違
い
で
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
同
時
代
に
お
け
る
文
学
作
品
の
出
版
状
況
を
み
る
な
ら
ば
、

「
紅
露
時
代
」
は
ま
た
、
根
岸
覚
と
硯
友
社
と
に
よ
る
、
「
根
硯
時
代
」
あ
る
い
は
「
硯
根
時
代
」

と
も
言
う
べ
き
時
期
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

現
在
で
は
忘
れ
去
ら
れ
た
根
岸
覚
の
文
士
た
ち
で
あ
る
が
、
当
時
の
隆
盛
は
華
々
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
七
月
か
ら
翌
年
十
一
月
に
か
け
て
、
饗
庭
箪
村
の
小
説
・
随
筆
・

紀
行
を
集
め
た
著
作
集
「
む
ら
竹
』
が
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
篦
村
は
根
岸
覚
の
リ
ー
ダ

ー
と
目
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
二
十
巻
に
も
お
よ
ぶ
個
人
著
作
集
の
刊
行
は
、
日
本
の
出
版

史
上
に
お
い
て
は
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
十
二
年
十
一
月
発
行
の
「
国
民

之
友
』
「
時
事
」
欄
に
は
、
「
箪
村
宗
」
と
題
し
て
「
言
文
一
致
の
流
行
梢
嶋
ん
で
、
篁
村
宗
将

に
弘
布
せ
ら
れ
ん
と
す
、
篁
村
宗
と
は
何
ぞ
や
、
饗
庭
箆
村
先
生
の
文
脈
是
な
り
」
と
い
う
短

評
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
、
箪
村
流
の
文
学
作
品
が
如
何
に
人
気
を
博
し
た
か
が
察

せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
当
時
の
人
気
に
比
較
し
て
後
の
文
学
史
で
最
も
冷
遇
さ
れ
た
人

物
の
一
人
と
い
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
幸
田
露
伴
は
独
学
の
人
で
生
涯
師
を
と

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
著
作
の
中
で
「
先
生
」
と
い
う
敬
称
で
呼
ん
で
い
る
の
は
箪
村

だ
け
で
あ
る
。

根
岸
党
に
は
篁
村
を
始
め
と
し
て
、
須
藤
南
翠
・
幸
堂
得
知
・
森
田
思
軒
な
ど
、
当
時
の
文

埴
に
お
け
る
大
家
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
た
。
ま
た
文
士
以
外
で
も
、
画
家
の
富
岡
永
洗
・
久
保

田
米
倦
に
よ
る
口
絵
や
挿
絵
が
、
多
く
の
新
聞
・
雑
誌
に
掲
救
さ
れ
人
気
を
博
し
て
い
た
。
資

料
１
は
、
根
岸
党
員
三
名
以
上
が
関
わ
っ
た
雑
誌
・
新
聞
や
、
文
学
鍍
書
・
合
著
集
で
あ
る
。

根
岸
覚
が
当
時
の
文
埴
で
如
何
に
隆
盛
を
誇
っ
た
の
か
、
同
資
料
に
よ
り
そ
の
一
端
を
示
す
こ

と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

現
在
把
握
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
集
団
と
し
て
の
根
岸
党
に
外
部
か
ら
言
及
さ
れ
た
新

聞
・
雑
誌
の
記
事
と
し
て
最
も
早
い
も
の
は
、
明
治
二
十
四
年
五
月
発
行
の
『
日
本
評
論
』
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
誌
に
は
そ
の
後
、
第
三
十
四
号
に
至
る
迄
、
ほ
ぼ
毎
号
に
わ
た

資
料
１

｜
、
新
聞
・
雑
誌
の
部

○
第
一
期
『
新
小
説
』

明
治
二
十
二
年
一
月
に
文
学
書
蕊
と
し
て
の
雄
飛
を
ね
ら
っ
た
春
陽
堂
主
人
の
和
田
篇
太

郎
が
親
し
か
っ
た
須
藤
南
翠
と
計
画
し
、
創
刊
さ
れ
た
小
説
中
心
の
文
芸
雑
誌
。
編
集
兼
発

行
者
は
南
翠
で
、
第
五
巻
か
ら
は
饗
庭
箪
村
・
森
田
思
軒
ら
も
共
に
編
集
主
任
と
な
っ
た
。

上
記
三
人
の
根
岸
党
員
の
他
、
石
橋
忍
月
・
條
野
採
菊
・
前
田
香
雪
・
山
田
美
妙
・
依
田
学

海
な
ど
、
全
十
四
名
か
ら
成
る
春
陽
堂
内
の
「
同
好
会
」
を
発
行
所
と
し
た
。
山
崎
安
雄
『
春

陽
堂
物
語
」
（
昭
和
四
四
年
五
月
、
春
陽
堂
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
南
翠
・
箪
村
・
思
軒
ら
は
当

時
新
聞
編
集
な
ど
で
多
忙
の
身
で
あ
っ
た
た
め
、
原
稿
の
取
り
集
め
や
出
版
事
務
の
一
切
は

春
陽
堂
側
が
行
っ
た
と
い
う
。

○
『
少
年
園
」

明
治
二
十
一
年
十
一
月
創
刊
の
児
童
雑
誌
で
、
少
年
向
け
総
合
雑
誌
の
嚇
矢
と
さ
れ
る
。

主
幹
の
山
県
悌
三
郎
に
よ
り
、
高
橘
太
華
が
編
集
長
に
迎
え
ら
れ
た
。
誌
上
に
は
太
華
自
身

の
お
伽
話
や
史
伝
類
な
ど
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
『
少
年
園
』
の
巻
頭
論
文
の
う
ち
「
大

部
分
は
、
其
の
筆
致
よ
り
し
て
、
太
華
山
人
の
手
に
成
れ
る
も
の
多
き
に
居
り
」
と
い
う
木

村
小
舟
の
証
言
が
あ
り
（
『
少
年
文
学
史
明
治
編
」
上
巻
、
昭
和
一
七
年
七
月
、
童
話
春
秋
社
）
、

無
著
名
の
も
の
も
相
当
数
に
の
ぼ
る
と
推
定
で
き
る
。
饗
庭
箪
村
・
森
田
思
軒
・
宮
崎
三
昧
・

幸
田
露
伴
ら
も
小
説
や
伝
記
な
ど
を
寄
稿
し
て
い
る
。

○
『
小
国
民
』

明
治
二
十
二
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
た
学
齢
館
発
行
の
児
童
雑
誌
。
『
明
治
事
物
起
源
』
の
著

者
と
し
て
知
ら
れ
る
編
集
長
の
石
井
研
堂
は
高
橋
太
華
と
同
郷
で
、
小
学
校
以
来
の
同
窓
・

友
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
で
、
太
華
は
『
少
年
園
」
の
競
合
誌
で
あ
る
同
誌
の
編
集
を
も

監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
太
華
自
身
や
幸
堂
得
知
の
作
の
他
、
幸
田
露
伴
は
常
連
執
筆
者

っ
て
根
岸
党
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
文
学
一
斑
」
欄
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
作
家
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
集
団
で
も
な
く
、
文
学
上
の
結
社
で

も
な
か
っ
た
根
岸
覚
が
、
遅
く
と
も
そ
の
頃
ま
で
に
は
文
壇
の
一
派
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
だ
。
上
記
に
述
べ
た
よ
う
な
党
員
た
ち
の
隆
々
た
る
活
躍
は
、
根
岸
覚
が
文
壇
の

有
力
な
一
派
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
多
く
の
作
を
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
同
誌
上
に
は
富
岡
永
洗
の
挿
絵
が

多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
『
歌
舞
伎
新
報
』

明
治
十
二
年
創
刊
の
歌
舞
伎
新
報
社
よ
り
発
行
の
演
劇
雑
誌
。
「
明
治
以
降
に
発
行
さ
れ
た

類
誌
中
で
、
そ
の
内
容
の
充
実
さ
か
ら
も
、
ま
た
永
続
の
誌
齢
か
ら
も
、
先
ず
屈
指
の
演
劇

雑
誌
」
（
岡
野
他
家
夫
『
近
代
日
本
名
著
解
題
』
、
昭
和
三
七
年
一
一
一
月
、
有
明
書
房
）
で
、
二

十
五
年
頃
か
ら
宮
崎
三
昧
・
幸
堂
得
知
ら
も
編
集
に
あ
た
り
、
幸
田
露
伴
も
そ
れ
に
参
加
し

て
い
る
。
二
十
八
年
か
ら
は
関
根
只
好
が
編
集
主
任
と
な
り
、
そ
の
前
後
か
ら
、
饗
庭
篦
村

な
ど
の
二
流
文
人
」
（
同
前
）
が
執
筆
陣
に
加
わ
り
内
容
も
い
よ
い
よ
充
実
し
た
と
さ
れ
る
。

同
誌
に
は
他
に
、
二
葉
亭
四
迷
・
坪
内
遁
遙
・
森
鴎
外
・
尾
崎
紅
葉
ら
も
寄
稿
し
て
い
る
。

根
岸
党
に
は
劇
通
と
目
さ
れ
る
人
物
が
多
か
っ
た
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
、
明
治
二
十

五
年
三
月
十
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
、
饗
庭
篁
村
・
幸
堂
得
知
・
須
藤
南
翠
・
森
田
思
軒
・

宮
崎
三
味
・
関
根
只
好
・
久
保
田
米
儒
の
七
名
で
、
「
深
野
座
初
春
狂
言
評
判
記
」
と
い
う
衆

議
評
を
連
載
し
て
い
る
。
同
評
に
つ
い
て
『
早
稲
田
文
学
』
（
第
一
二
号
、
明
治
二
五
年
三
月
）

に
は
、
「
そ
の
人
の
性
癖
ま
で
見
え
て
を
か
し
か
り
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

○
『
め
さ
ま
し
草
』

明
治
二
十
九
年
一
月
発
行
の
文
芸
雑
誌
。
樋
口
｜
葉
の
「
み
つ
の
上
日
記
」
に
は
、
斎
藤

緑
雨
の
言
と
し
て
、
森
鴎
外
・
幸
田
露
伴
・
斎
藤
緑
雨
が
「
連
帯
責
任
」
で
起
し
た
雑
誌
と

記
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
上
に
は
、
一
一
十
九
年
八
月
か
ら
一
一
一
十
一
年
九
月
に
か
け
て
、
上
記
三

人
に
依
田
学
海
・
尾
崎
紅
葉
の
他
、
根
岸
党
員
の
饗
庭
箪
村
・
森
田
思
軒
（
途
中
病
死
）
を

加
え
、
合
評
「
雲
中
語
」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。
別
に
、
三
十
年
五
月
か
ら
三
十
一
年
四
月

に
は
、
さ
ら
に
三
木
竹
二
を
加
え
て
和
漢
古
典
を
批
評
・
考
証
し
た
「
標
新
領
異
録
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

二
、
叢
書
・
合
著
集
の
部

○
『
新
著
百
種
」

明
治
二
十
二
年
四
月
か
ら
二
十
四
年
八
月
に
か
け
て
、
吉
岡
讓
籍
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小

説
叢
書
。
百
二
頁
、
全
十
八
冊
。
定
期
刊
行
物
の
か
た
ち
を
採
用
し
た
小
説
叢
書
の
先
駆
的

な
も
の
で
、
発
刊
当
時
は
二
号
読
切
り
の
雑
誌
」
（
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
六
巻
、

昭
和
五
三
年
一
一
一
月
、
講
談
社
）
と
い
わ
れ
て
い
た
。
第
二
編
が
饗
庭
篁
村
「
掘
出
し
も
の
』
、

第
五
編
が
幸
田
露
伴
「
風
流
仏
」
、
第
七
編
が
宮
崎
三
昧
「
松
花
録
』
第
十
二
編
は
再
び
露

伴
『
真
言
秘
密
聖
天
様
」
と
な
っ
て
い
る
。

○
『
新
作
十
二
番
』

明
治
二
十
三
年
四
月
か
ら
一
一
十
四
年
十
二
月
に
か
け
て
、
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説

叢
書
。
三
十
九
丁
、
全
八
冊
。
「
現
今
小
説
家
の
巨
壁
を
以
て
目
せ
ら
る
る
作
家
八
人
の
新
作

傑
作
集
」
（
前
掲
の
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
六
巻
）
で
、
半
紙
木
版
摺
り
、
彩
色
表
紙
、

口
絵
入
の
美
本
。
第
一
編
が
饗
庭
箪
村
『
勝
関
』
、
第
四
編
が
宮
崎
三
昧
『
か
つ
ら
姫
』
第

八
編
は
幸
堂
得
知
『
浦
島
次
郎
蓬
莱
噺
』
と
な
っ
て
い
る
。

○
『
国
民
小
説
』

明
治
一
一
十
三
年
十
月
、
民
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説
叢
書
。
二
百
九
十
一
一
一
頁
、
十
作
品

収
録
。
雑
誌
「
国
民
之
友
」
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
集
め
た
も
の
で
、
明
治
二
十
年
代
研
究

に
必
須
の
叢
書
と
さ
れ
る
（
前
掲
の
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
六
巻
）
。
幸
田
露
伴
二

口
剣
「
饗
庭
箆
村
「
良
夜
」
、
須
藤
南
翠
「
新
編
破
魔
弓
」
、
森
田
思
軒
訳
「
大
東
号
航
海
日

記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

○
『
聚
芳
十
種
』

明
治
二
十
三
年
十
一
一
月
か
ら
二
十
五
年
四
月
に
か
け
て
、
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説

叢
書
。
二
百
八
頁
、
全
十
冊
。
明
治
二
十
年
代
の
文
壇
大
家
の
中
編
小
説
を
一
冊
読
切
り
の

か
た
ち
で
刊
行
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
第
四
編
が
須
藤
南
翠
『
臥
待
月
』
、
第
七
編
が
宮
崎
三ママ

味
『
恋
の
重
荷
』
、
第
九
編
が
幸
堂
得
知
『
さ
上
き
げ
ん
』
、
第
十
編
が
饗
庭
箆
村
「
雪
達
摩
』

と
な
っ
て
い
る
。

○
『
少
年
文
学
』

明
治
二
十
四
年
一
月
か
ら
二
十
七
年
十
一
月
に
か
け
て
、
博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
児
童

文
学
叢
書
。
百
五
十
三
頁
、
全
一
一
一
十
二
冊
。
明
治
期
で
最
初
の
児
童
読
物
シ
リ
ー
ズ
で
、
「
童

話
「
「
少
年
・
伝
記
小
説
」
、
「
史
伝
」
な
ど
に
分
か
れ
て
お
り
、
和
装
木
版
色
摺
り
の
表
紙

も
人
気
を
呼
ん
だ
。
第
七
編
は
幸
田
露
伴
『
二
宮
尊
徳
翁
』
第
十
編
は
宮
崎
三
味
編
『
親
の

恩
』
、
第
十
五
編
は
高
橋
太
華
『
河
村
瑞
賢
』
、
第
十
七
編
に
再
び
太
華
『
太
閤
秀
吉
』
第
二

十
編
に
幸
堂
得
知
「
み
ち
の
く
長
者
』
、
第
二
十
一
編
に
太
華
『
新
太
郎
少
将
』
、
第
二
十
五

編
は
幸
田
露
伴
『
日
蓮
上
人
』
と
な
っ
て
い
る
。

○
『
後
の
月
か
げ
』

明
治
二
十
四
年
十
二
月
、
濃
尾
の
震
災
義
損
の
目
的
で
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
。

百
九
十
六
頁
、
二
十
一
作
品
収
録
。
発
起
者
は
幸
堂
得
知
、
そ
の
補
助
に
宮
崎
三
味
が
つ
き
、
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袈
裟
物
語
」
が

○
『
袖
珍
小
説
』

口
絵
・
挿
絵
を
富
岡
永
洗
、
題
字
は
森
田
思
軒
が
担
当
し
た
。
同
書
刊
行
に
は
、
春
陽
堂
主

人
の
和
田
篤
太
郎
が
岐
阜
県
出
身
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
た
と
い
い
、
’
千
部
の
売
上
純
益

金
を
被
災
者
に
贈
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
一
月
九
日
の
『
都
新
聞
』
に

は
、
そ
の
頁
数
に
し
て
定
価
三
十
銭
と
は
廉
い
も
の
だ
と
い
う
批
評
が
出
て
い
る
。
根
岸
党

員
の
著
作
と
し
て
は
、
饗
庭
箆
村
「
尋
香
到
月
瀬
」
、
須
藤
南
翠
「
万
年
鼻
緒
」
、
幸
田
鱈
伴

「
す
き
な
こ
と
」
、
高
橋
太
華
「
地
獄
洞
」
、
宮
崎
三
昧
「
准
犬
」
、
幸
堂
得
知
「
武
者
修
行
の

稽
古
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

○
「
日
本
昔
噺
』

明
治
二
十
七
年
七
月
か
ら
二
十
九
年
八
月
に
か
け
て
、
博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
巌
谷
小

波
箸
の
幼
児
文
学
叢
書
。
四
十
五
頁
、
全
二
十
四
冊
。
明
治
お
伽
噺
の
巨
人
巌
谷
小
波
の
数

あ
る
業
績
の
中
で
も
、
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
小
波
が
「
お
と
ぎ
四
十
年
」

（
木
村
定
次
郎
編
集
・
発
行
「
還
暦
記
念
小
波
先
生
』
（
昭
和
五
年
）
所
収
）
に
記
す
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
初
め
全
十
二
冊
の
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
売
れ
行
き
好
調
の
た
め
途
中
で
全

二
十
四
冊
に
変
更
さ
れ
、
ま
た
、
当
初
一
冊
五
円
で
あ
っ
た
原
稿
料
が
、
第
十
二
編
か
ら
十

円
に
値
上
げ
さ
れ
た
と
い
う
。

第
一
編
は
富
岡
永
洗
画
「
桃
太
郎
』
、
第
四
編
は
饗
庭
箪
村
序
『
松
山
鏡
』
、
第
五
編
は
森

田
思
軒
序
『
花
咲
爺
』
、
第
八
編
は
幸
田
露
伴
序
「
俵
藤
太
』
、
第
九
編
は
幸
堂
得
知
序
『
か

ち
か
ち
山
』
、
第
十
四
編
は
宮
崎
三
昧
序
『
兎
と
鰐
』
と
な
っ
て
い
る
。

○
『
太
陽
小
説
』

明
治
二
十
九
年
一
月
及
び
九
月
に
博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説
集
で
、
雑
誌
『
太
陽
』

に
掲
載
さ
れ
た
代
表
作
を
集
め
た
も
の
。
三
百
四
十
頁
、
二
十
二
作
品
収
録
。
第
一
編
に
饗

庭
箪
村
「
従
軍
人
夫
」
、
須
藤
南
翠
「
吾
妻
錦
絵
」
、
幸
田
露
伴
「
新
学
士
」
、
宮
崎
三
昧
「
新

袈
裟
物
語
」
が
、
第
二
編
に
幸
堂
得
知
「
心
中
女
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
年
一
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
文
芸
叢
書
。
百
七
十

頁
、
全
十
二
冊
。
明
治
三
十
年
前
後
の
代
表
作
家
の
短
篇
・
小
品
・
評
論
を
主
と
し
た
シ
リ

ー
ズ
と
さ
れ
る
。
第
一
編
は
、
饗
庭
箪
村
の
四
作
品
が
収
録
さ
れ
た
『
つ
り
的
』
、
第
二
編
は

森
田
思
軒
の
二
作
品
が
収
録
さ
れ
た
『
間
一
髪
』
、
第
三
編
は
幸
田
露
伴
の
七
作
品
が
収
録
さ

れ
た
「
僥
倖
」
、
第
六
編
は
幸
堂
得
知
の
六
作
品
が
収
録
さ
れ
た
「
天
製
糸
瓜
の
水
』
、
第
八

編
は
須
藤
南
翠
『
江
戸
自
慢
男
一
匹
』
と
な
っ
て
い
る
。

根
岸
覚
が
文
埋
の
一
派
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
に
は
、
外
側
か
ら
み
て
彼
ら
の
文
学

作
品
に
何
等
か
の
共
通
項
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
た
と
推
定
で
き
る
。
明
治
二
十
四

年
五
月
発
行
の
『
日
本
評
論
』
「
文
学
一
斑
」
欄
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

○
『
春
陽
文
庫
』

明
治
三
十
年
六
月
か
ら
三
十
一
年
六
月
に
か
け
て
、
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説
叢
書
。

百
八
十
九
頁
、
全
十
冊
。
尾
崎
紅
葉
が
編
集
を
担
当
し
た
。
第
四
編
が
須
藤
南
翠
『
ぬ
れ
ぎ

ぬ
』
第
五
編
が
宮
崎
三
味
「
花
寄
団
吾
』
、
第
十
編
は
饗
庭
箆
村
「
い
へ
物
語
』
と
な
っ
て

い
る
。

○
『
明
治
小
説
文
庫
』

明
治
三
十
年
十
二
月
か
ら
三
十
一
年
九
月
に
か
け
て
、
博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説
叢

書
。
三
百
二
十
頁
、
全
十
冊
。
博
文
館
は
先
に
明
治
維
新
以
前
の
傑
作
を
集
め
た
「
帝
国
文

庫
』
を
発
刊
し
た
が
、
新
た
に
「
明
治
の
新
文
壇
に
於
け
る
帝
国
文
庫
」
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
の
が
同
叢
書
で
あ
る
と
い
う
。
第
一
編
に
饗
庭
篁
村
「
挽
物
細
工
」
、
宮
崎
三
昧
「
仙
術
巌

鍍
鑿
」
、
森
田
思
軒
訳
「
歳
尽
」
、
第
二
編
に
須
藤
南
翠
「
玉
箒
」
、
第
三
編
に
幸
田
露
伴
「
封

文
」
、
第
四
編
に
饗
庭
篁
村
一
当
世
金
の
草
継
」
、
第
六
編
に
幸
堂
得
知
「
怪
談
二
面
」
、
須
藤

南
翠
「
女
塚
」
、
第
七
編
に
宮
崎
三
昧
「
新
田
小
雪
姫
」
、
「
花
吹
雪
」
、
第
九
編
に
幸
田
露
伴

「
是
は
是
は
」
、
第
十
編
に
幸
堂
得
知
「
女
歌
舞
伎
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

○
『
青
す
だ
れ
』

明
治
三
十
四
年
一
月
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説
・
小
品
集
。
十
三
作
品
収
録
。
か

っ
て
『
新
小
説
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
当
時
の
「
文
壇
の
元
老
」
の
作
品

を
集
め
た
も
の
と
さ
れ
る
（
前
掲
の
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
六
巻
）
。
饗
庭
箆
村
「
薫

風
」
、
幸
堂
得
知
「
敵
持
親
遺
言
」
、
須
藤
南
翠
「
甘
露
」
、
森
田
思
軒
「
羅
馬
人
叢
話
」
、
宮

崎
三
昧
「
遊
戯
庵
骨
董
」
、
幸
田
露
伴
「
聖
賢
の
語
を
釈
す
る
に
つ
き
て
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。■■■■■ 

ｌ■■■■ 

■■■■■■ 

○
根
岸
覚
其
尊
崇
す
る
処
は
近
松
巣
林
子
建
部
綾
足
上
田
秋
成
柳
亭
種
彦
、
其
喜
ぶ
処
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朋
誠
堂
喜
三
二
・
山
東
京
伝
ら
の
流
れ
を
く
み
、
黄
表
紙
的
な
作
風
の
滑
稽
小
説
で
人
気
を

誇
っ
た
の
は
幸
堂
得
知
で
あ
る
。
彼
は
天
保
十
四
年
生
れ
で
篁
村
よ
り
一
回
り
年
上
、
根
岸
覚

文
士
の
中
で
は
最
年
長
の
白
髭
の
翁
で
あ
っ
た
。
江
戸
文
芸
通
が
そ
ろ
う
根
岸
党
の
中
に
あ
っ

て
も
、
得
知
の
黄
表
紙
好
き
は
際
立
っ
て
お
り
、
黄
表
紙
九
種
を
模
写
し
、
お
ど
け
た
「
標
註
」

４
 

を
掲
げ
た
「
大
通
世
界
』
全
一
一
一
巻
が
あ
る
他
、
博
文
館
発
行
の
帝
国
文
庫
『
黄
表
紙
百
種
』
の

校
訂
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
得
知
自
身
の
滑
稽
小
説
は
、
黄
表
紙
的
滑
稽
の
妙
と
俳
味
と
を

持
ち
合
わ
せ
た
上
品
な
作
風
で
、
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
「
得
知
君
の
滑
稽
は
実

５
 

に
天
下
一
品
な
り
幸
堂
ぬ
し
の
譜
鑪
は
実
に
当
世
絶
無
な
り
」
と
い
う
同
時
代
評
を
裏
書
す
る

よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
に
は
数
多
く
の
長
編
小
説
が
『
読
売
新
聞
』
・
『
朝
日
新
聞
』
紙
上
に

連
載
さ
れ
、
単
行
本
も
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

６
 

幸
田
露
伴
は
得
知
よ
り
一
一
回
り
年
下
、
大
家
が
揃
う
根
岸
覚
で
は
最
年
少
の
「
新
米
」
で
あ

記
事
の
―
々
が
党
員
全
員
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
時
代
の
文
堀
に
お
け
る
根
岸

覚
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
上
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
濃
淡

や
媒
体
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
江
戸
文
学
の
影
響
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
作
風
が
、
彼
ら
の
文

学
上
の
共
通
項
で
あ
っ
た
。

２
 

饗
庭
篁
村
の
作
風
に
つ
い
て
徳
田
秋
声
述
『
明
治
小
説
文
章
変
遷
史
』
に
は
、
「
当
時
の
所
謂

戯
作
者
が
八
犬
伝
、
梅
暦
、
八
笑
人
の
余
唾
を
舐
る
外
に
一
歩
を
出
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
彼
れ

一
人
だ
け
は
深
く
西
鶴
其
碩
以
下
の
諸
作
を
渉
猟
し
、
元
禄
前
後
の
随
筆
小
説
に
塾
し
江
鳥
屋

の
文
脈
を
伝
へ
得
た
故
遂
に
紅
葉
露
伴
等
の
元
禄
文
学
の
復
興
に
際
し
て
、
篦
村
宗
と
ま
で
云

は
る
る
程
自
家
の
特
色
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
坪
内
遁

遙
は
「
軽
妙
栖
脱
な
其
碩
脈
の
詞
藻
を
駆
使
し
て
、
多
少
三
馬
に
似
て
彼
れ
よ
り
も
腕
曲
な
調

刺
冷
潮
を
、
又
幾
ら
か
一
九
に
似
て
彼
れ
よ
り
も
高
雅
な
戯
譲
滑
稽
を
、
三
面
記
事
的
の
時
代

世
相
や
時
代
人
物
を
材
料
に
し
て
、
縦
横
自
在
に
発
揮
す
る
一
種
の
天
才
に
於
て
は
、
当
時
全

３
 

く
比
肩
す
る
者
が
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
人
気
の
高
さ
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
の

質
か
ら
し
て
も
、
箪
村
は
名
実
と
も
に
根
岸
党
の
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
だ
っ
た
よ
う

だ
◎ 

は
時
代
的
院
本
及
小
説
、
其
言
ふ
処
は
、
駄
栖
落
、
其
楽
む
処
は
酒
、
其
潮
る
処
は
半
可

通
、
其
罵
る
処
は
俗
物
、
其
得
意
た
る
処
は
浮
世
画
の
鑑
識
、
其
珍
襲
す
る
処
は
松
花
堂

猩
々
坊
亜
流
の
筆
跡
、
其
任
す
る
処
は
明
治
の
大
家
、
其
夢
み
る
処
は
天
明
の
大
通
世
界
。

「
地
方
色
と
作
家
」
と
題
す
る
こ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
二
年
一
月
に
発

行
さ
れ
た
雑
誌
『
新
声
』
で
あ
る
が
、
上
記
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
シ
イ
先
年
」
頃
ま
で

は
江
戸
風
の
文
学
が
大
流
行
し
て
い
た
と
い
う
。
江
戸
風
の
文
学
に
は
、
縁
語
、
懸
詞
、
駄
酒

落
、
地
口
等
々
を
縦
横
に
駆
使
し
、
東
京
方
言
、
つ
ま
り
江
戸
語
を
自
由
に
操
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
っ
た
。
地
方
出
身
の
作
家
に
と
っ
て
そ
れ
は
大
い
に
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
同
誌
に
は

他
に
も
「
何
し
ろ
江
戸
シ
児
式
文
学
の
全
盛
を
極
め
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
苦７
 

し
ん
で
そ
の
流
行
の
色
に
染
ま
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
全
く
そ
の
時
分
は
苦
し
か
っ
た
」

と
上
京
当
時
の
苦
労
を
記
し
た
徳
田
秋
声
の
文
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

坪
内
道
遙
の
『
小
説
神
髄
』
や
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮
雲
』
は
、
日
本
近
代
文
学
の
幕
開
け
を

っ
た
。
露
伴
が
新
進
作
家
の
頃
、
西
鶴
調
の
文
体
に
よ
る
小
説
で
人
気
を
博
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
後
の
文
学
史
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
、
二
口
剣
」

や
「
五
重
塔
」
と
い
っ
た
理
想
主
義
的
・
仏
教
的
・
哲
学
的
な
想
念
が
み
ら
れ
る
作
品
ば
か
り

で
あ
る
。
露
伴
が
明
治
二
十
四
年
に
「
蒟
蒻
本
目
録
」
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、

当
時
か
ら
相
当
の
泗
落
本
通
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
明
治
二
十
年
代
の
「
大
珍
話
」
・
「
当

世
外
道
の
面
」
・
「
当
世
文
反
古
」
を
始
め
、
根
岸
覚
が
消
滅
し
た
と
さ
れ
る
三
十
年
代
以
降
に

も
「
珍
撰
会
」
・
「
屠
蘇
綺
言
」
な
ど
、
江
戸
戯
作
風
の
栖
落
気
に
み
ち
た
著
作
が
数
多
く
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
根
岸
党
に
は
、
江
戸
風
文
学
の
名
手
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
年
代
に
お

い
て
、
紅
葉
や
露
伴
に
よ
る
元
禄
調
の
文
体
か
ら
な
る
小
説
が
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
は
一
般

に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
彼
ら
の
専
売
特
許
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
時
期
は
ま
た
、
江
戸
風
の
文
学
作
品
が
大
流
行
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
中
軸
と
な
っ
た

の
が
根
岸
党
の
文
士
た
ち
に
よ
る
江
戸
風
文
学
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
に
お
け
る
江
戸
風

文
学
の
流
行
は
、
中
途
半
端
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
三
島
霜
川
は
、
そ
の
状
況
を
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

文
域
に
も
系
統
が
あ
っ
て
、
初
期
か
ら
か
け
て
シ
イ
先
年
頃
ま
で
は
地
方
色
な
ど
上
云
ふ

言
葉
す
ら
聞
か
な
か
っ
た
も
の
だ
。
篁
村
だ
と
か
紅
葉
だ
と
か
を
繰
っ
て
、
す
べ
て
の
作
家

は
皆
江
戸
シ
子
小
説
を
作
ら
ね
ば
流
行
ら
な
い
と
考
へ
て
ゐ
た
。
東
京
に
産
れ
た
作
家
は
無

論
で
あ
る
が
地
方
か
ら
出
て
来
た
多
く
の
作
家
ｌ
否
殆
ど
全
部
が
轍
ふ
て
所
調

江
戸
通
、
江
戸
趣
味
の
小
説
を
作
ら
ん
と
し
た
。

350 

Hosei University Repository



告
げ
る
著
作
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ら
が
後
の
自
然
主
義
文
学
者
た
ち
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
前
者
の
写
実
理
論
に
は
、
為
永
春

水
の
人
情
本
の
影
響
が
強
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
後
者
に
は
、
江
戸
期
の
滑
稽
本
・
栖
落
本
の

影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
事
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
に
編
ま
れ

る
文
学
史
で
は
、
『
小
説
神
髄
』
や
『
浮
雲
』
の
持
つ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
向
性
に
ぱ
か
り
注
目
す

る
傾
向
が
極
め
て
強
く
、
そ
れ
ら
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
十
年
以
上
の
期
間
に
渡
り
、
意
識
的
に

江
戸
文
学
的
な
趣
向
を
取
り
入
れ
た
文
学
作
品
が
隆
盛
を
極
め
て
い
た
こ
と
は
黙
殺
さ
れ
て
き

た
。
多
く
の
文
学
史
で
は
、
江
戸
文
学
の
伝
統
を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
は
、
せ
い
ぜ
い
仮
名

垣
魯
文
や
成
島
柳
北
ら
の
作
品
が
、
「
開
化
期
の
文
学
」
と
い
う
枠
組
み
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
に

す
ぎ
な
い
。

魯
文
や
柳
北
の
文
学
は
、
江
戸
期
の
戯
作
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
明

治
二
十
年
代
、
三
十
年
代
に
お
い
て
流
行
し
た
、
江
戸
文
学
の
趣
向
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
た

江
戸
風
文
学
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
両
者
の
間
に
は
、
時
期
的
な

断
絶
も
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
、
激
し
い
欧
米
化
の
潮
流
の
な
か
で
、
魯
文
や
柳
北
ら
の
文
学

は
次
第
に
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
十
年
代
後
半
ま
で
は
、
お
よ
そ
文
芸
と
は
縁

の
な
い
者
た
ち
に
よ
る
欧
米
の
文
学
の
翻
訳
や
政
治
小
説
ば
か
り
が
出
版
さ
れ
、
江
戸
期
の
戯

作
な
ど
を
顧
る
者
な
ど
は
殆
ど
い
な
か
っ
た
。
後
に
江
戸
期
に
お
け
る
最
も
偉
大
な
作
家
の
一

人
と
し
て
、
自
然
主
義
文
学
者
た
ち
に
は
「
近
代
文
学
の
祖
」
と
称
さ
れ
る
伊
原
西
鶴
で
す
ら
、

明
治
前
半
期
に
お
い
て
は
、
す
っ
か
り
忘
れ
去
れ
た
存
在
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
明
治
二
十
年
前
後
、
江
戸
文
学
を
見
直
し
、
そ
の
一
面
を
取
り
入
れ
つ
つ
新
し
い
文

学
を
造
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
二
十
年
代
、
三
十
年
代
に
か
け
て
江
戸
風
文
学

の
大
流
行
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
風
文
学
の
隆
盛
期
は
、
旧
幕
臣
や
東
京
（
江
戸
）
出
身
者
を
中
心
に
江
戸
復
興
の
気
運

が
高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
根
岸
党
の
活
動
期
と
も
重
な
る
の
で

あ
る
。
同
時
期
の
江
戸
復
興
の
機
運
の
高
ま
り
を
示
す
事
例
を
根
岸
党
と
の
関
わ
り
で
挙
げ
る

な
ら
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
四
月
、
旧
幕
臣
や
旧
水
戸
藩
士
を
中
心

と
し
て
江
戸
会
が
発
足
し
、
六
月
に
は
、
江
戸
期
の
政
治
制
度
・
文
学
・
風
俗
・
美
術
な
ど
を

四

記
録
し
よ
う
と
し
て
機
関
紙
「
江
戸
会
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
同
誌
は
、
八
月
に
「
江
戸
会

誌
』
に
改
題
さ
れ
た
が
、
改
題
後
第
一
号
に
は
饗
庭
箪
村
が
「
祝
辞
」
を
寄
せ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
二
十
二
年
五
月
、
『
絵
入
朝
野
新
聞
』
が
『
江
戸
新
聞
』
に
改
題
さ
れ
、
そ
の
第
一
号
に
は

８
 

篁
村
と
須
藤
南
翠
と
が
改
題
を
祝
う
文
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
一
一
十
一
一
一
年
六
月
、
硯
友

社
の
機
関
紙
『
江
戸
む
ら
さ
き
」
が
創
刊
さ
れ
た
が
、
同
誌
は
箆
村
・
宮
崎
三
昧
・
幸
田
露
伴

が
社
友
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
江
戸
復
興
の
諸
潮
流
と
根
岸
党
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
根
岸
党
は
東
京
（
江
戸
）
出
身
者
、
も
し
く
は
明
治

政
府
に
反
感
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
人
物
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
ま
た
、
さ
ら
に
言
う
な
ら

ば
自
然
主
義
文
学
が
文
壇
を
制
覇
す
る
以
前
で
あ
る
明
治
三
十
年
代
ま
で
に
活
躍
し
た
作
家
は
、

東
京
出
身
者
が
殆
ん
ど
を
占
め
て
い
た
と
い
う
事
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
後
は
、
文
学

を
含
め
た
根
岸
党
の
活
動
全
体
、
お
よ
び
明
治
二
十
年
代
、
三
十
年
代
に
お
け
る
江
戸
風
文
学

の
流
行
も
、
そ
う
し
た
潮
流
を
背
景
に
体
系
的
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

１注

※
資
料
の
引
用
に
際
し
て
、
漢
字
の
旧
字
体
を
適
宜
新
字
体
に
改
め
、
現
在
通
行
し
て
い
な
い

踊
り
字
は
使
用
せ
ず
に
表
記
し
た
。
ま
た
、
傍
点
や
ル
ビ
は
省
い
た
。

４３２ ６５ 

例
え
ば
露
伴
は
「
明
治
二
十
年
前
後
の
一
一
文
星
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
第
二
三
二
号
、
大
正
一
四
年
六
月
）

に
お
い
て
、
須
藤
南
翠
に
対
し
て
は
「
南
翠
氏
」
、
饗
庭
箆
村
に
対
し
て
は
「
箆
村
先
生
」
と
敬
称
を
使

い
分
け
て
い
る
。

大
正
三
年
五
月
、
文
学
普
及
会
。

「
饗
庭
箪
村
君
の
追
憶
」
、
『
演
芸
画
報
』
、
大
正
二
年
八
月
。

明
治
二
四
年
五
月
か
ら
一
二
月
、
春
陽
堂
。
草
書
交
じ
り
の
毛
筆
の
仮
名
文
字
に
よ
る
木
版
刷
り
の
美

本
。
活
字
本
で
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
か
、
近
代
文
学
研
究
に
お
い
て
は
採
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の

な
い
作
品
で
あ
る
。
第
一
巻
の
巻
末
に
は
、
二
頁
に
わ
た
り
「
海
運
橘
角
奈
良
屋
正
兵
衛
」
（
根
岸
党
員

の
楢
崎
海
運
）
に
よ
る
「
諸
国
産
紙
大
販
広
告
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
香
雨
『
当
世
作
者
評
判
記
』
、
明
治
二
四
年
二
月
、
大
華
堂
。

露
伴
は
後
に
根
岸
覚
の
思
い
出
を
楽
し
げ
に
語
り
、
「
新
米
」
時
代
の
苦
労
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
こ
ん
な
連
中
の
集
り
が
私
た
ち
の
先
輩
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
新
米
は
初
め
の
ほ
ど
ど
れ
位

悩
ま
さ
れ
た
か
知
れ
な
か
っ
た
。
第
一
に
、
栖
落
の
や
う
な
符
牒
の
や
う
な
そ
の
合
言
葉
が
わ
か
ら
な
か
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７
「
作
家
の
個
性
と
地
方
色
」

８
箪
村
は
そ
こ
に
「
ケ
チ
な
金
づ
く
で
説
を
曲
げ
た
り
ピ
ケ
を
取
っ
て
も
恥
と
せ
ず
髭
に
掴
ま
る
者
多
く

江
戸
子
の
元
気
将
に
阻
喪
亡
減
せ
ん
と
す
る
は
業
腹
の
擁
る
事
な
り
し
に
」
（
「
祝
辞
」
）
と
記
し
て
お
り
、

薩
長
政
府
に
対
す
る
反
感
が
窺
え
る
。

三
号
、
昭
和
三
年
三
月
）
．

つ
た
。
そ
の
上
、
｜
方
は
多
少
な
り
と
も
江
戸
の
空
気
を
知
っ
て
ゐ
る
人
達
だ
が
此
方
は
明
治
の
初
年
さ

へ
ろ
く
ろ
く
知
っ
て
ゐ
な
い
の
で
、
年
輩
か
ら
言
っ
て
も
ま
る
で
取
組
み
に
な
ら
な
か
っ
た
。
後
に
は
さ

ぅ
で
も
な
か
っ
た
が
、
当
座
は
私
な
ど
も
小
僧
で
野
暮
で
、
口
出
し
一
つ
出
来
ず
に
ゐ
た
。
だ
か
ら
後
で

は
天
下
に
毒
舌
を
振
っ
た
斎
藤
緑
雨
ほ
ど
の
者
で
も
、
こ
の
連
中
か
ら
は
田
舎
者
扱
ひ
に
さ
れ
た
も
の
で
、

ま
る
で
相
手
に
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
」
（
露
伴
「
遅
日
雑
話
」
、
『
文
章
倶
楽
部
』
第
一
三
巻
第
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